
�

�

架
蔵
古
筆
切
簡
攷
�
一
��

�
�
�

武�

井�

和�

人�
�
�

��

�
緒
言
��

�

十
市
遠
忠
や
一
条
兼
良
の
著
作
に
親
し
む
こ
と
�
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
思
ひ
の
他
の

月
日
を
閲
し
た
�か
る
が
ゆ
ゑ
に
�貧
し
き
わ
が
書
架
に
も
�な
に
が
し
か
の
も
の
が
集
ふ
こ

と
と
な
つ
た
�
そ
の
中
か
ら
�
兼
良
・
遠
忠
に
か
か
は
る
古
筆
切
・
色
紙
で
�
い
ま
ま
で
論

文・著
書
等
で
は
紹
介
し
て
ゐ
な
い
も
の
を
選
び
�図
版
を
掲
げ
た
上
で
�簡
攷
を
付
し
て
お

く
��

○�

➊
架
蔵
・
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切
�
十
市
遠
忠
百
五
十
番
自
歌
合
��

�

拙
著
�
十
市
遠
忠
和
歌
典
籍
の
研
究
��
武
蔵
野
書
院
�
二
〇
二
〇
・
二
�
に
て
��

�

��
十
市
遠
忠
百
五
十
番
自
歌
合
�
天
文
四
年
四
月
上
旬
��

と
し
て
論
じ
釈
文
を
示
し
た
遠
忠
の
自
歌
合
�
富
小
路
資
直
判
�
が
あ
る
��

�

伝
本
に
お
い
て
�遠
忠
自
筆
と
目
さ
れ
る
尊
経
閣
文
庫
蔵
本�
六
一
・
什
上
�が
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
�残
念
な
こ
と
に
闕
丁
が
あ
り
�そ
の
意
味
で
�完
本
で

あ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
�
百
五
十
番
哥
合
��
タ
二
・
二
三
二
�
も
重
要
な
資
料
と
目
さ

れ
た
�
そ
こ
で
�
拙
著
に
お
い
て
は
両
本
の
釈
文
を
資
料
篇
に
収
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

る
��

�

な
ほ
�
尊
経
閣
文
庫
が
横
本
で
あ
る
の
に
対
し
�
以
下
紹
介
す
る
遠
忠
筆
古
筆
切
は
四
半

本
の
切
れ
で
あ
り
�
各
々
別
個
の
遠
忠
自
筆
典
籍
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
��

�

両
本
の
関
係
に
つ
い
て
�
前
掲
拙
著
に
て
以
下
の
如
く
述
べ
た
��

�
�

天
文
四
年
四
月
�
ま
づ
典
籍
と
し
て
成
立
し
た
の
は
尊
経
閣
文
庫
本
�
判
詞
が
判
者
資

直
自
筆
�
初
度
本
と
仮
称
��
原
本
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
�
こ
の
初
度
本
を
�

翌
天
文
五
年
七
月
�全
巻
遠
忠
が
再
度�
一
部
表
現
を
訂
し
つ
つ
�書
き
直
し�
清
書
と

ま
で
い
へ
る
か
ど
う
か
は
不
明
��奥
書
を
新
た
に
加
へ
た
も
の
が
伝
遠
忠
切�
再
度
本

と
仮
称
��
と
考
へ
ざ
る
を
え
な
い
�
そ
し
て
�
再
度
本
は
�
早
く
か
ら
十
市
家
よ
り
坊

間
に
流
失
し
�
そ
の
結
果
�
江
戸
期
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
転
写
本
を
生
み
出
す
こ
と

と
な
る
�
そ
の
典
型
が
�
続
群
書
類
従
本
��
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
親
本
も
�
こ
の

再
度
本
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ら
う
��

�

こ
の
�
再
度
本
�
の
原
本
の
断
簡
か
と
目
さ
れ
る
古
筆
切
が
二
点
存
す
る
��

�

➀
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切
�
十
市
遠
忠
百
五
十
番
自
歌
合
��

�
�

※
鶴
田
大・日
比
野
浩
信�
歌
び
と
達
の
競
演�

諸
家
集・歌
合
断
簡
集
成
��
青
簡
舎
�

二
〇
一
四
・
九
�所
掲
�前
掲
拙
著
に
も
図
版
掲
載
�八
十
二
番
左
歌
か
ら
八
十
三
番

判
詞
ま
で
��

�

➁
ヤ
フ
�
オ
�
ク
シ
�
ン
所
掲
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切�

�
�

※
前
掲
拙
著
に
図
版
掲
載
�
十
五
番
右
か
ら
十
六
番
冒
頭
ま
で
��

�
し
か
る
に
�
近
時
�
二
〇
二
〇
・
四
��
玄
海
樓
に
て
三
葉
目
と
な
る
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半

切
が
出
現
し
�
幸
ひ
入
手
す
る
を
得
た
�
次
頁
に
図
版
等
を
掲
出
す
る
��

�
�

�
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�

�

�
◆
架
蔵
・
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切
�
十
市
遠
忠
百
五
十
番
自
歌
合
��

�

�
釈
文
��

�
�

四
十
三
番�

�
�

�
�

左�

聖
廟
法
楽
三
十
首
中
に�

�
�

郭
公
な
く
一
こ
ゑ
ハ
は
さ
や
か
に
も
空
さ
へ
は
る
ゝ
さ
み
た
れ
の
比
�
八
五
��
※
歌
番
号
は
前
掲
拙
著
に
て
付
し
た
通
番
号
�
以
下
同
様�

�
�

�
�

右�

散
米
田
宮
法
楽
十
首
中
に�

�
�

夏
の
夜
や
ね
ぬ
よ
過
つ
る
む
ら
雨
の
晴
行
月
に
山
ほ
と
ゝ
き
す
�
八
六
��

�

�
書
誌
��

�
�

四
半
切
�
二
四
・
五�

七
・
三
㎝
�
法
量
は
➀
と
ほ
ぼ
同
じ
�
極
札
は
藤
井
常
智
の
も
の
��

�
�

筆
跡
を
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
�
六
一
・
什
上
�
と
比
較
す
る
に
�
他
二
点
の
切
と
同
様
�
こ
れ
も
ま
た
遠
忠
自
筆
と
断
じ
う
る
��
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�

�

�
次
に
尊
経
閣
文
庫
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
本
の
本
文
を
掲
出
し
て
お
か
う
��

�●
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
�
六
一
・
什
上
��

�
�

四
十
三
番�

�
�

�

左�
聖
廟
法
楽
三
十
首
之
中
に�

�
�

ほ
と
ゝ
き
す
鳴
一
こ
ゑ
は
さ
や
か
に
も�

�
�

空
さ
へ
は
る
ゝ
さ
み
た
れ
の
比
�
八
五
��

�
�

�

右�

散
米
田
宮
法
楽
十
首
之
中
に�

�
�

夏
の
夜
や
ね
ぬ
に
過
つ
る
む
ら
雨
の�

�
�

は
れ
ゆ
く
月
に
山
ほ
と
ゝ
き
す
�
八
六
��

�
�

�

両
首
さ
し
た
る
勝
劣
な
く
や
�
二
二
ウ�

●
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
�
百
五
十
番
哥
合
��
タ
二
・
二
三
二
��

�
�

四
十
三
番�

�

左
持�

聖
廟
法
楽
三
十
首
之
中
に�

�
�

時
鳥
鳴
一
こ
ゑ
ハ
さ
や
か
に
も
空
さ
へ
は
る
ゝ
五
月
雨
の
比�

�
�

�

右�

散
米
田
宮
法
楽
十
首
之
中
に�

�
�

夏
の
夜
や
ね
ぬ
に
過
つ
る
村
雨
の
晴
行
月
に
山
时
鳥�

�
�

�
�

両
首
さ
し
た
る
勝
劣
な
く
や�

�
�

ま
づ
�
前
掲
拙
著
の
釈
文
の
誤
り
を
正
し
て
お
く
必
要
が
有
る
��

�

国
文
学
研
究
資
料
館
本
�
上
掲
の
如
く
�
左
持
�
と
す
べ
き
と
こ
ろ
��
左
勝
�
と
し
て
し
ま

つ
た
�
そ
も
そ
も
判
詞
よ
り
�
勝
�
で
あ
る
は
ず
が
な
く
�
な
ん
と
も
迂
闊
な
こ
と
で
あ
つ

た
�
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
��

�

さ
て
�
こ
の
両
本
と
架
蔵
切
を
比
較
す
る
に
�
和
歌
本
文
に
お
い
て
は
異
同
は
存
し
な
い

が
�
題
本
文
で
や
や
見
過
ご
し
難
い
異
同
が
存
す
る
��

�

そ
れ
は
�両
本
と
も
題
詞
を�
Ｘ
首
之
中
に
�と
す
る
と
こ
ろ
�架
蔵
切
で
は�
ｘ
首
中
に
�

と
��
之
�
字
を
省
い
て
�
？
�
ゐ
る
点
で
あ
る
��

�

む
ろ
ん
�
架
蔵
切
の
本
文
か
ら
国
文
学
研
究
資
料
館
の
如
き
転
写
本
は
断
じ
て
現
れ
え
な

い
�
と
ま
で
は
い
ひ
切
れ
な
い
が
�
い
さ
さ
か
判
断
に
迷
ふ
徴
証
と
は
い
へ
よ
う
��
�

第
三
の
自
筆
本
の
存
在
ま
で
�
い
ま
こ
こ
で
主
張
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
�
そ
の
可
能
性

は
考
へ
て
お
く
べ
き
段
階
に
入
つ
た
か
と
は
思
ふ
��

�

な
ほ
�
ツ
レ
で
あ
る
��

�

➀
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切
�
十
市
遠
忠
百
五
十
番
自
歌
合
��

�

➁
ヤ
フ
�
オ
�
ク
シ
�
ン
所
掲
伝
十
市
遠
忠
筆
四
半
切�

こ
れ
ら
に
は
��
ｘ
首
中
に
�
と
い
ふ
文
言
が
存
せ
ず
�
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
��

�

今
後
も
ツ
レ
を
追
尋
し
て
み
た
い
��

�
�
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�

�

❷
架
蔵
・
伝
遠
忠
筆
和
歌
色
紙�

�
�

二
〇
二
〇
年
六
月
�
玄
海
樓
よ
り
入
手
�
従
来
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
も
の
か
��

�

管
見
の
限
り
�本
色
紙
以
外
に
�遠
忠�
伝
遠
忠
も
含
む
�筆
の
和
歌
色
紙
は
知
ら
れ
て
ゐ

な
い
�図
版
を
下
段
に
掲
出
し
た
�な
ほ
参
考
ま
で
に
�極
札
の
裏
面
の
図
版
も
掲
出
し
た
�

�
甲
午
�
は
未
勘
��
書
誌
�
参
照
���

�
釈
文
��

�

花
さ
そ
ふ�

�
�
�

あ
ら
し
の�

�
�
�
�
�

庭
の�

�
�
�
�
�
�

雪
な
ら�

�
�
�
�
�
�
�
�

て�
�

ふ
り�

�
�
�

ゆ
く�

�
�
�
�
�

も
の
は�

�
�
�

我
身�

�
�
�
�
�

な
り�

�
�
�
�
�
�
�

け
り�

�
書
誌
��

�

一
三
・
二�

一
七
・
八
�
雲
紙
�
極
札
は
神
田
道
伴
�
初
代
歟
�
の
も
の
��

�

特
徴
的
な
�
な
�
字
か
ら
見
て
�
遠
忠
筆
�
乃
至
右
筆
�
と
認
め
て
良
い
だ
ら
う
��

�
典
拠
��

�

�
新
勅
撰
集
�
雑
・
一
〇
五
四
��
百
人
一
首
�
な
ど
に
収
め
ら
れ
る
公
経
歌
��

��

��������������������
極
札
・
裏
��

��
�

�
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�

�

❸
架
蔵
・
兼
良
筆
奥
書
切�

�
二
〇
二
〇
年
一
一
月
�
ヤ
フ
�
オ
�
ク
シ
�
ン
に
て
入
手
�
従
来
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
も
の
歟
�
図
版
は
次
々
頁
に
掲
出
す
る
��

�
釈
文
��

�

或
人
所
持
之
本
也
粗
加
乙
覧�

�

与
愚
意
無
相
違
耳�

�
�

應
仁
戊
子
十
一
月
桃
叟
�
花
押
��

�
書
誌
��

�

二
一
・
二�

一
一
㎝
�
極
札
裏
面
印
よ
り
�
古
筆
了
音
の
極
め
で
あ
る
事
が
分
る
�
従
つ

て
��
乙
未
�
は
正
徳
五
年
�
一
七
一
五
�
で
あ
る
��

○�

�
應
仁
戊
子
�は
�応
仁
二
年�
一
四
六
八
���
桃
叟
�は
兼
良
出
家
前
の
号
�花
押
は
紛

れ
も
な
く
そ
の
時
期
の
も
の
�
筆
蹟
か
ら
見
て
兼
良
自
筆
と
断
じ
て
よ
か
ら
う
��

�

こ
の
頃
�兼
良
の
環
境
は
激
変
し
て
ゐ
た
�年
譜
と
し
て
整
理
し
て
み
る
と
�次
の
や
う
に

な
る
��

��
�

応
仁
二
年
�
一
四
六
八
��

�
�

�

六
七
歳�

�
�
�

七
・
六�

�
�
�
�

関
白
渡
領
の
大
和
仲
川
庄
を
�
二
条
良
基
の
先
例
に
任
せ
�
多
武
峯
に
寄
進
す�

�
�
�
�

�
談
山
神
社
文
書
��

�
�
�

七
・
二
六�

�
�

�
�

孫
政
房
�
奈
良
に
下
向
し
摂
津
兵
庫
に
赴
く
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
後
法
興
院�

�
�
�
�

記
��

�
�
�

八
・
一
三���

�
�

�
�

光
明
峰
寺
兵
火
�
一
条
家
記
録
多
く
焼
亡
す
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
後
法
興
院�

�
�

�
�

記
��

八
・
一
九���

�
�

�
�

興
福
寺
禅
定
院
に
入
る
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
��

八
・
二
七���

�
�

�
�

成
就
院
に
移
る
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
��
�

�
�

九
・
六���

�
�

�
�

教
房
�
土
佐
に
赴
く
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
後
法
興
院
記
��

�
�

�

こ
の
月�

�
�

�
�

武
田
本
�
伊
勢
物
語
�
を
書
写
す
�
天
理
図
書
館
蔵
�
伊
勢
物
語
��
九
一
三
・
三�

�
�

�
�

二
・
イ
三
一
�
奥
書
��
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
第
三
���

�
�

�
�

�
�

�

辞
上
都
平
安
城
之
舊
居
寓
南
京
春�

�
�

�
�

�
�

�

日
之
里
之
旅
宿
以
閑
寂
之
暇
終
書
写�

�
�

�
�

�
�

�

之
訖
雖
相
顧
悪
筆
頗
可
備
證
本�

�
�

�
�

�
�

�

歟�
�

�
�

�
�

�
�

�

應
仁
二
年
九
月�

桃
華
老
人�

�
�

�

閏
一
〇
・
二
四���

�
�

�
�

�

尋
尊
に
一
条
家
文
書
を
預
く
�
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
��

��
即
ち
�応
仁
二
年
十
一
月
と
は
�応
仁
の
乱
を
避
け
�息
・
尋
尊
を
頼
り
�興
福
寺
大
乗
院

成
就
院
に
移
つ
た
直
後
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
�し
か
し
�天
理
図
書
館
蔵�
伊
勢
物
語
�の
奥

書
か
ら
も
分
か
る
や
う
に
�
兼
良
は
こ
の
時
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
旺
盛
に
古
典
籍
の
書

写
活
動
を
続
け
て
ゐ
た
の
で
�
こ
の
時
期
に
架
蔵
切
の
如
き
鑑
定
識
語
を
加
へ
る
こ
と
に
�

な
ん
の
訝
し
さ
も
な
い
��
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�

�

�
や
や
不
審
が
残
る
の
は
�
乙
覧
�
な
る
語
で
あ
る
��

�
試
み
に�
日
本
国
語
大
辞
典
�を
検
す
る
に
��
い
つ�

ら
ん�
乙
覧
��
名
��
い
つ
や�
乙

夜
�
の
覧
�
に
同
じ
�
と
し
て
��
鳩
巣
先
生
文
集
�
の
用
例
一
つ
だ
け
を
掲
出
す
る
�
そ
こ

で�
乙
夜
の
覧
�を
検
す
る
に
���
昔
�中
国
で
天
子
が
夜
一
〇
時
頃
政
務
を
終
え
て
讀
書
し

た
と
い
う
こ
と
か
ら
�天
子
が
書
を
御
覧
に
な
る
こ
と
�乙
覧
�と
あ
り
�用
例
は
な
く
�補

注
に
�
杜
陽
雑
編
�
を
引
く
の
み
で
あ
る
��

�

�
時
代
別
国
語
大
辞
典�
室
町
編
�
は
��
乙
覧
��
乙
夜
の
覧
��
い
づ
れ
も
立
項
さ
れ
て

ゐ
な
い
��

ち
な
み
に
�
御
所
本
�
再
昌
草
��
五
五
四
・
二
�
に
�
乙
夜
之
覧
�
な
る
用
例
が
多
数
見

い
だ
さ
れ
る
�ま
た
�江
戸
期
の
文
献
に
用
例
は
見
出
さ
れ
る
が
�江
戸
期
を
遡
る
用
例
は
�

い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
��

�

以
上
を
要
す
る
に
�兼
良
の
こ
の�
乙
覧
�な
る
コ
ト
バ
は
�同
時
代
の
言
語
環
境
に
お
い

て
考
へ
る
に
�
不
審
を
残
す
と
い
ふ
他
な
い
��

�

仮
に
��
日
本
国
語
大
辞
典
�が
説
く
如
く
��
乙
覧
�
乙
夜
の
覧
�
天
子
が
書
を
御
覧
に
な

る
こ
と
�だ
と
し
て
�こ
こ
で
い
ふ�
天
子
�は
誰
な
の
か
？�

ま
た�
加
�の
主
語
が
天
皇

と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
�な
ら
ば
�例
へ
ば�
粗
加
乙
覧
給●

�な
ど
と
い
つ
た
書
か
れ
や
う

が
望
ま
し
く
感
ず
る
��

�

そ
し
て
何
よ
り
�天
子
の�
乙
覧
�を
加
へ
た
結
果
と�
恐
ら
く
叙
述
に
関
す
る
当
否
・
批

評
な
ど
���
愚
意
�と�
相
違
�が
な
い
�な
ど
と
い
ふ
僣
越
極
ま
り
な
い
モ
ノ
イ
ヒ
を
�果

た
し
て
よ
く
兼
良
が
い
ひ
え
た
か
？�

�

こ
の
や
う
に
�
解
釈
に
お
い
て
は
い
く
つ
か
の
疑
義
を
残
す
の
を
遺
憾
と
す
る
��

�
�
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�
二
〇
二
一
年
八
月
一
日
�
ヤ
フ
�
オ
�
ク
シ
�
ン
に
て
入
手
�
従
来
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
も
の
歟
�
図
版
は
次
頁
に
掲
出
し
た
��

�
釈
文
��

�
�

有
欤
其
も
多
ハ
思
人
哥
也
然
而
以
恋
為
本
但
万
十
二�

�
�

古
今
相
聞
往
来
哥
類
之
上
と下

イ
た
て
ゝ
其
内
正
述
心
緒�

�
�

寄
物
陳
思
問
答
羇
旅
發
思
悲
例
云
と
あ
り
猶
ゝ
可
勘�

�

一
譬
喩�

�
�

た
と
へ
う
た
と
い
へ
り
但
こ
と
へ
と
も
な
き
も
有
欤
寄
衣
喩
思
寄�

�
�

弓
喩
思
な
と
い
へ
り
只
寄
物
哥
な
り�

�

一
問
答�

�
�

問
答
也
防
人
哥
も
大
略
同
事
歟
委
事
可
尋
問
答
多
二
首
也�

�
�

問
事
を
答
た
る
な
り
一
ハ
問
一
ハ
答
也�

�
書
誌
��

�

四
半
切
�二
四
・
八�

一
七
㎝
�極
札
は
古
筆
了
雪
の
も
の
�筆
跡
は
明
ら
か
に
兼
良
で
あ

る
��

�
典
拠
��

�

�
八
雲
御
抄
�巻
第
一
・
正
義
部
・
十
五
・
諸
歌
の
一
部�
片
桐
洋
一
編�
八
雲
御
抄
の
研

究�

正
義
部

作
法
部
��
和
泉
書
院
�
二
〇
〇
一
・
一
〇
�
三
〇
�
三
一
頁
���

○�
�

兼
良
筆
と
伝
へ
る
八
雲
御
抄
切
は
�小
松
茂
美�
古
筆
学
大
成
�第
二
四
巻�
講
談
社
�一

九
九
三
・
一
一
�
に
所
掲
さ
れ
る
以
下
の
三
葉
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
��

�

⒜
美
保
神
社
蔵
�
手
鑑
�
所
掲
�
八
雲
御
抄
切
��

�
�

�
古
筆
手
鑑
大
成
�
第
一
五
巻
�
角
川
書
店
�
一
九
九
五
・
七
�
に
も
所
掲
��
古
筆
手

鑑
大
成
�
に
よ
れ
ば
�
二
五
・
七�

一
六
・
七
㎝
��
八
雲
御
抄
�
巻
第
一
・
一�

正
義

部・六
義
末
尾
�
二�

序
代
冒
頭�
片
桐
洋
一
編�
八
雲
御
抄
の
研
究�

正
義
部

作
法
部
�一
二
頁
��

二
代
古
筆
了
栄
の
極
札
が
付
属
す
る
��

�

⒝
醍
醐
寺
蔵
�
古
筆
手
鑑
�
所
掲
�
八
雲
御
抄
切
��

�
�

法
量
不
明
��
八
雲
御
抄
�
巻
第
一
・
正
義
部
・
十
九
・
四
病
・
一�

岸
樹
病
�
二�

風

燭
病
冒
頭
�
片
桐
洋
一
編
�
八
雲
御
抄
の
研
究�

正
義
部

作
法
部
�
四
四
�
四
五
頁
��

�

⒞
根
津
美
術
館
蔵
�
文
彩
帖
�
所
掲
�
八
雲
御
抄
切
��

�
�

�
古
筆
手
鑑
大
成
�
第
三
巻
�
角
川
書
店
�
一
九
八
四
・
九
�
に
も
所
掲
��
古
筆
手
鑑

大
成
�に
よ
れ
ば
�二
四�

一
一
・
九
㎝
��
八
雲
御
抄
�巻
第
一
・
正
義
部
・
二
〇�

七

病
・
七
・
遍
身
病
の
内
�
片
桐
洋
一
編
�
八
雲
御
抄
の
研
究�

正
義
部

作
法
部
�
五
〇
頁
��

�

�
古
筆
手
鑑
大
成
�第
一
五
巻
に
よ
れ
ば
�こ
れ
以
外
に
�イ
�
�
ル
大
学
蔵�
古
筆
手
鑑
�

に
も
一
葉
を
見
る
由
で
あ
る
�大
内
英
範�
イ
�
�
ル
大
学
バ
イ
ネ
キ
稀
覯
本・手
稿
図
書
館

蔵�
手
鑑
帖
�の
制
作
事
情
��
小
山
利
彦
編
著�
王
朝
文
学
を
彩
る
軌
跡
��
武
蔵
野
書
院
�

二
〇
一
四
・
五
��
に
掲
出
さ
れ
る
�
表
���

���

一
条
兼
良
公
�
な
る
古
筆
切
が
こ
れ
に

相
当
す
る
か
と
思
は
れ
る
�
大
内
論
に
よ
れ
ば
�
初
代
朝
倉
茂
入
の
極
札
が
あ
る
由
�
未
確

認
��

�

小
松
が
説
く
如
く
�
現
存
す
る
切
れ
は
四
葉
と
も
す
べ
て
巻
一
・
正
義
部
に
見
え
る
こ
と

か
ら
�
兼
良
筆
�
八
雲
御
抄
�
は
�
巻
一
の
み
の
零
本
で
あ
つ
た
可
能
性
が
高
い
��

����
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